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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原信号（ＳＰＣＭ）の無損失エンコードのための方法であって、損失エンコ－ドされた
データ列および無損失拡張データ列を使用し、前記損失エンコ－ドされたデータ列および
前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信号のための無損失エンコードされたデータ列
を形成するところの方法であって：
　前記原信号を損失エンコードするステップであって、前記損失エンコードは、前記損失
エンコ－ドされたデータ列を提供するところのステップ、
　前記損失エンコ－ドされたデータを損失デコードするステップであって、デコードされ
た信号を再構築して、副次的情報を時間領域予測フィルタ制御のために提供するところの
ステップ；
　対応づけのために前記原信号を遅延させたバージョンと、前記デコードされた信号との
差分信号を形成するステップ；
　前記差分信号の連続的な値を時間領域において無相関化するように、前記副次的情報か
ら得られるフィルタ係数を使用して、前記差分信号を予測フィルタリングするステップ；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、無相関化された差分信号を無損失エンコー
ドするステップ；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列と前
記損失エンコ－ドされたデータ列とを結合するステップ；
　を有する方法。
【請求項２】
　原信号（ＳＰＣＭ）の無損失エンコードのための方法であって、損失エンコ－ドされた
データ列および無損失拡張データ列を使用し、前記損失エンコ－ドされたデータ列および
前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信号のための無損失エンコードされたデータ列
を形成するところの方法であって：
　前記原信号を損失エンコードするステップであって、前記損失エンコードは、前記損失
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エンコ－ドされたデータ列を提供するところのステップ、
　前記損失エンコ－ドされたデータ列の量子化された係数と、対応する未だ量子化されて
いない前記損失エンコードから受け取られる係数とから、スペクトル白色化データを算出
するステップであって、前記スペクトル白色化データは、オリジナル係数のより正確な量
子化を表しており、量子化されたエラーのパワーが全ての周波数で略一定であるように、
前記算出することが制御されるところのステップ；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータを損失デコ
ードするステップであって、デコードされた信号を再構築するところのステップ；
　対応づけのために前記原信号（ＳＰＣＭ）を遅延させたバージョンと、前記デコードさ
れた信号との差分信号を形成するステップ；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、前記差分信号を無損失エンコードするステ
ップ；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列と前
記損失エンコ－ドされたデータ列および前記スペクトル白色化データとを結合するステッ
プ；
　を有する方法。
【請求項３】
　原信号（ＳＰＣＭ）の無損失エンコードのための方法であって、損失エンコ－ドされた
データ列および無損失拡張データ列を使用し、前記損失エンコ－ドされたデータ列および
前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信号のための無損失エンコードされたデータ列
を形成するところの方法であって：
　前記原信号を損失エンコードするステップであって、前記損失エンコードは、前記損失
エンコ－ドされたデータ列を提供するところのステップ、
　前記損失エンコ－ドされたデータ列の量子化された係数と、対応する未だ量子化されて
いない前記損失エンコードから受け取られる係数とから、スペクトル白色化データを算出
するステップであって、前記スペクトル白色化データは、オリジナル係数のより正確な量
子化を表しており、量子化されたエラーのパワーが全ての周波数で略一定であるように、
前記算出することが制御されるところのステップ；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータを損失デコ
ードするステップであって、デコードされた信号を再構築し、および時間領域予測フィル
タの制御のために副次的情報を提供するところのステップ；
　対応づけのために前記原信号（ＳＰＣＭ）を遅延させたバージョンと、前記デコードさ
れた信号との差分信号を形成するステップ；
　時間領域において前記差分信号の連続的な値を無相関化するように、前記副次的情報か
ら得られるフィルタ係数を使用して前記差分信号に予測フィルタをかけるステップ；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、無相関化された差分信号を無損失エンコー
ドするステップ；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列と前
記損失エンコ－ドされたデータ列および前記スペクトル白色化データとを結合するステッ
プ；
　を有する方法。
【請求項４】
　無損失エンコードされた原信号（ＳＰＣＭ）データ列をデコードするための方法であっ
て、該データ列は、損失エンコ－ドされたデータ列および無損失拡張データ列から得られ
、前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信
号のための無損失エンコードされたデータ列を形成しており、
　前記原信号は損失エンコードされており、前記損失エンコ－ドは前記損失エンコ－ドさ
れたデータ列を提供しており；
　前記損失エンコ－ドされたデータは、対応して損失デコードされており、時間領域予測
フィルタ制御のために、再構築し標準デコードされた信号（ＳＤｅｃ）および副次的情報
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が提供されており；
　対応づけのために前記原信号を遅延させたバージョンと、前記デコードされた信号との
差分信号が形成されており；
　時間領域において、前記差分信号の連続的な値を無相関化するように、前記差分信号は
、前記副次的情報から得られたフィルタ係数を使用して、予測フィルタをかけられており
；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、無相関化された差分信号は、無損失エンコ
ードされており；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列は、
前記損失エンコ－ドされたデータ列と結合されているところの方法であって：
　前記無損失拡張データ列および前記損失エンコ－ドされたデータ列を提供するために、
前記無損失エンコードされた原信号データ列をデマルチプレクスするステップ；
　前記損失エンコ－ドされたデータ列を損失デコードするステップであって、損失デコー
ドされた信号を再構築して、前記副次的情報を時間領域予測フィルタ制御のために提供す
るところのステップ；
　前記無相関化された差分信号を提供するために、前記無損失拡張データ列をデコードす
るステップ；
　前記副次的情報から得られるフィルタ係数を使用して、前記無相関化された差分信号の
連続的な値を、逆無相関化フィルタリングするステップ；
　前記原信号（ＳＰＣＭ）を再構築するために、前記逆無相関化フィルタ処理された差分
信号と前記損失デコードされた信号とを結合するステップ；
　を有する方法。
【請求項５】
　無損失エンコードされた原信号（ＳＰＣＭ）データ列をデコードするための方法であっ
て、該データ列は、損失エンコ－ドされたデータ列および無損失拡張データ列から得られ
、前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信
号のための無損失エンコードされたデータ列を形成しており、
　前記原信号は損失エンコードされており、前記損失エンコ－ドは前記損失エンコ－ドさ
れたデータ列を提供しており；
　スペクトル白色化データは、前記損失エンコ－ドされたデータ列の量子化された係数と
、対応する未だ量子化されていない前記損失エンコ－ドから受け取られる係数とから、算
出され、前記スペクトル白色化データは、オリジナル係数のより正確な量子化を表してお
り、量子化されたエラーのパワーが全ての周波数で略一定であるように、前記算出するこ
とが制御されており；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータは、損失デ
コードされ、デコードされた信号が再構築されており；
　対応づけのために前記原信号（ＳＰＣＭ）を遅延させたバージョンと、前記デコードさ
れた信号との差分信号が形成されており；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、前記差分信号が無損失エンコードされてお
り；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列が、
前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記スペクトル白色化データと結合されている
ところの方法であって：
　前記無損失拡張データ列および前記損失エンコ－ドされたデータ列を提供するために、
前記無損失エンコードされた原信号データ列をデマルチプレクスするステップ；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータ列を損失デ
コードするステップであって、損失デコードされた信号を再構築するところのステップ；
　前記差分信号を提供するために、前記無損失拡張データ列をデコードするステップ；
　前記原信号（ＳＰＣＭ）を再構築するために、前記差分信号と前記損失デコードされた
信号とを結合するステップ；
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　を有する方法。
【請求項６】
　無損失エンコードされた原信号（ＳＰＣＭ）データ列をデコードするための方法であっ
て、該データ列は、損失エンコ－ドされたデータ列および無損失拡張データ列から得られ
、前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信
号のための無損失エンコードされたデータ列を形成しており、
　前記原信号は損失エンコードされており、前記損失エンコ－ドは前記損失エンコ－ドさ
れたデータ列を提供しており；
　スペクトル白色化データは、前記損失エンコ－ドされたデータ列の量子化された係数と
、対応する未だ量子化されていない前記損失エンコ－ドから受け取られる係数とから、算
出され、前記スペクトル白色化データは、オリジナル係数のより正確な量子化を表してお
り、量子化されたエラーのパワーが全ての周波数で略一定であるように、前記算出するこ
とが制御されており；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータは、損失デ
コードされ、デコードされた信号を再構築し、時間領域予測フィルタ制御のための副次的
情報が提供されており；
　対応づけのために前記原信号（ＳＰＣＭ）を遅延させたバージョンと、前記デコードさ
れた信号との差分信号が形成されており；
　時間領域において前記差分信号の連続的な値を無相関化するように、前記副次的情報か
ら得られるフィルタ係数を使用して前記差分信号は、予測フィルタをかけられており；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、無相関化された差分信号が無損失エンコー
ドされており；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列が、
前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記スペクトル白色化データと結合されている
ところの方法であって：
　前記無損失拡張データ列および前記損失エンコ－ドされたデータ列を提供するために、
前記無損失エンコードされた原信号データ列をデマルチプレクスするステップ；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータ列を損失デ
コードするステップであって、損失デコードされた信号を再構築し時間領域予測フィルタ
制御のために前記副次的情報を提供するところのステップ；
　前記差分信号を提供するために、前記無損失拡張データ列をデコードするステップ；
　前記副次的情報から得られるフィルタ係数を使用して、前記無相関化された差分信号の
連続的な値を、逆無相関化フィルタリングするステップ；
　前記原信号（ＳＰＣＭ）を再構築するために、前記逆無相関化フィルタ処理された差分
信号
と前記損失デコードされた信号とを結合するステップ；
　を有する方法。
【請求項７】
　請求項１、３、４および６のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記副次的情報から予測フィルタ設定データが導き出されかつ前記無損失エンコードさ
れたデータ列に含まれるか、または、副次的情報予測フィルタ設定データが前記無損失エ
ンコードされたデータ列から引き出され前記予測フィルタ係数を生成するために使用され
る方法。
【請求項８】
　請求項１、３、４、６および７のいずれか１項に記載の方法であって、予測の残余の標
準偏差が、それぞれ、無損失エンコードをパラメタライズするために、または、前記無損
失デコードを制御するために、使用される方法。
【請求項９】
　請求項２または５に記載の方法であって、前記損失デコーダからの副次的情報が、それ
ぞれ、前記無損失エンコード、または前記無損失デコード、の制御に使用される方法。
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【請求項１０】
　請求項５または６に記載の方法であって、
　前記無損失拡張データ列は評価されず、中間の品質を有し前記原信号の品質より低い出
力信号をデコードするために、前記スペクトル白色化データが前記損失エンコ－ドされた
データ列と共に使用される方法。
【請求項１１】
　原信号（ＳＰＣＭ）の無損失エンコードのための装置であって、損失エンコ－ドされた
データ列および無損失拡張データ列を使用し、前記損失エンコ－ドされたデータ列および
前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信号のための無損失エンコードされたデータ列
を形成するところの装置であって：
　前記原信号を損失エンコードする手段であって、前記損失エンコードは、前記損失エン
コ－ドされたデータ列を提供するところの手段、
　前記損失エンコ－ドされたデータを損失デコードする手段であって、デコードされた信
号を再構築して、副次的情報を時間領域予測フィルタ制御のために提供するところの手段
；
　対応づけのために前記原信号を遅延させたバージョンと、前記デコードされた信号との
差分信号を形成する手段；
　前記差分信号の連続的な値を時間領域において無相関化するように、前記副次的情報か
ら得られるフィルタ係数を使用して、前記差分信号を予測フィルタリングする手段；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、無相関化された差分信号を無損失エンコー
ドする手段；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列と前
記損失エンコ－ドされたデータ列とを結合する手段；
　を有する装置。
【請求項１２】
　原信号（ＳＰＣＭ）の無損失エンコードのための装置であって、損失エンコ－ドされた
データ列および無損失拡張データ列を使用し、前記損失エンコ－ドされたデータ列および
前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信号のための無損失エンコードされたデータ列
を形成するところの装置であって：
　前記原信号を損失エンコードする手段であって、前記損失エンコードは、前記損失エン
コ－ドされたデータ列を提供するところの手段、
　前記損失エンコ－ドされたデータ列の量子化された係数と、対応する未だ量子化されて
いない前記損失エンコードから受け取られる係数とから、スペクトル白色化データを算出
する手段であって、前記スペクトル白色化データは、オリジナル係数のより正確な量子化
を表しており、量子化されたエラーのパワーが全ての周波数で略一定であるように、前記
算出することが制御されるところの手段；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータを損失デコ
ードする手段であって、デコードされた信号を再構築するところの手段；
　対応づけのために前記原信号（ＳＰＣＭ）を遅延させたバージョンと、前記デコードさ
れた信号との差分信号を形成する手段；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、前記差分信号を無損失エンコードする手段
；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列と前
記損失エンコ－ドされたデータ列および前記スペクトル白色化データとを結合する手段；
　を有する装置。
【請求項１３】
　原信号（ＳＰＣＭ）の無損失エンコードのための装置であって、損失エンコ－ドされた
データ列および無損失拡張データ列を使用し、前記損失エンコ－ドされたデータ列および
前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信号のための無損失エンコードされたデータ列
を形成するところの装置であって：
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　前記原信号を損失エンコードする手段であって、前記損失エンコードは、前記損失エン
コ－ドされたデータ列を提供するところの手段、
　前記損失エンコ－ドされたデータ列の量子化された係数と、対応する未だ量子化されて
いない前記損失エンコードから受け取られる係数とから、スペクトル白色化データを算出
する手段であって、前記スペクトル白色化データは、オリジナル係数のより正確な量子化
を表しており、量子化されたエラーのパワーが全ての周波数で略一定であるように、前記
算出することが制御されるところの手段；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータを損失デコ
ードする手段であって、デコードされた信号を再構築し、および時間領域予測フィルタの
制御のために副次的情報を提供するところの手段；
　対応づけのために前記原信号（ＳＰＣＭ）を遅延させたバージョンと、前記デコードさ
れた信号との差分信号を形成する手段；
　時間領域において前記差分信号の連続的な値を無相関化するように、前記副次的情報か
ら得られるフィルタ係数を使用して前記差分信号に予測フィルタをかける手段；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、無相関化された差分信号を無損失エンコー
ドする手段；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列と前
記損失エンコ－ドされたデータ列および前記スペクトル白色化データとを結合する手段；
　を有する装置。
【請求項１４】
　無損失エンコードされた原信号（ＳＰＣＭ）データ列をデコードするための装置であっ
て、該データ列は、損失エンコ－ドされたデータ列および無損失拡張データ列から得られ
、前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信
号のための無損失エンコードされたデータ列を形成しており、
　前記原信号は損失エンコードされており、前記損失エンコ－ドは前記損失エンコ－ドさ
れたデータ列を提供しており；
　前記損失エンコ－ドされたデータは、対応して損失デコードされており、時間領域予測
フィルタ制御のために、再構築し標準デコードされた信号（ＳＤｅｃ）および副次的情報
が提供されており；
　対応づけのために前記原信号を遅延させたバージョンと、前記デコードされた信号との
差分信号が形成されており；
　時間領域において、前記差分信号の連続的な値を無相関化するように、前記差分信号は
、前記副次的情報から得られたフィルタ係数を使用して、予測フィルタをかけられており
；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、無相関化された差分信号は、無損失エンコ
ードされており；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列は、
前記損失エンコ－ドされたデータ列と結合されているところの装置であって：
　前記無損失拡張データ列および前記損失エンコ－ドされたデータ列を提供するために、
前記無損失エンコードされた原信号データ列をデマルチプレクスする手段；
　前記損失エンコ－ドされたデータ列を損失デコードする手段であって、損失デコードさ
れた信号を再構築して、前記副次的情報を時間領域予測フィルタ制御のために提供すると
ころの手段；
　前記無相関化された差分信号を提供するために、前記無損失拡張データ列をデコードす
る手段；
　前記副次的情報から得られるフィルタ係数を使用して、前記無相関化された差分信号の
連続的な値を、逆無相関化フィルタリングする手段；
　前記原信号（ＳＰＣＭ）を再構築するために、前記逆無相関化フィルタ処理された差分
信号と前記損失デコードされた信号とを結合する手段；
　を有する装置。
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【請求項１５】
　無損失エンコードされた原信号（ＳＰＣＭ）データ列をデコードするための装置であっ
て、該データ列は、損失エンコ－ドされたデータ列および無損失拡張データ列から得られ
、前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信
号のための無損失エンコードされたデータ列を形成しており、
　前記原信号は損失エンコードされており、前記損失エンコ－ドは前記損失エンコ－ドさ
れたデータ列を提供しており；
　スペクトル白色化データは、前記損失エンコ－ドされたデータ列の量子化された係数と
、対応する未だ量子化されていない前記損失エンコ－ドから受け取られる係数とから、算
出され、前記スペクトル白色化データは、オリジナル係数のより正確な量子化を表してお
り、量子化されたエラーのパワーが全ての周波数で略一定であるように、前記算出するこ
とが制御されており；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータは、損失デ
コードされ、デコードされた信号が再構築されており；
　対応づけのために前記原信号（ＳＰＣＭ）を遅延させたバージョンと、前記デコードさ
れた信号との差分信号が形成されており；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、前記差分信号が無損失エンコードされてお
り；
　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列が、
前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記スペクトル白色化データと結合されている
ところの装置であって：
　前記無損失拡張データ列および前記損失エンコ－ドされたデータ列を提供するために、
前記無損失エンコードされた原信号データ列をデマルチプレクスする手段；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータ列を損失デ
コードする手段であって、損失デコードされた信号を再構築するところの手段；
　前記差分信号を提供するために、前記無損失拡張データ列をデコードする手段；
　前記原信号（ＳＰＣＭ）を再構築するために、前記差分信号と前記損失デコードされた
信号とを結合する手段；
　を有する装置。
【請求項１６】
　無損失エンコードされた原信号（ＳＰＣＭ）データ列をデコードするための装置であっ
て、該データ列は、損失エンコ－ドされたデータ列および無損失拡張データ列から得られ
、前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記無損失拡張データ列の両者が、前記原信
号のための無損失エンコードされたデータ列を形成しており、
　前記原信号は損失エンコードされており、前記損失エンコ－ドは前記損失エンコ－ドさ
れたデータ列を提供しており；
　スペクトル白色化データは、前記損失エンコ－ドされたデータ列の量子化された係数と
、対応する未だ量子化されていない前記損失エンコ－ドから受け取られる係数とから、算
出され、前記スペクトル白色化データは、オリジナル係数のより正確な量子化を表してお
り、量子化されたエラーのパワーが全ての周波数で略一定であるように、前記算出するこ
とが制御されており；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータは、損失デ
コードされ、デコードされた信号を再構築し、時間領域予測フィルタ制御のための副次的
情報が提供されており；
　対応づけのために前記原信号（ＳＰＣＭ）を遅延させたバージョンと、前記デコードさ
れた信号との差分信号が形成されており；
　時間領域において前記差分信号の連続的な値を無相関化するように、前記副次的情報か
ら得られるフィルタ係数を使用して前記差分信号は、予測フィルタをかけられており；
　前記無損失拡張データ列を提供するために、無相関化された差分信号が無損失エンコー
ドされており；
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　前記無損失エンコードされたデータ列を形成するために、前記無損失拡張データ列が、
前記損失エンコ－ドされたデータ列および前記スペクトル白色化データと結合されている
ところの装置であって：
　前記無損失拡張データ列および前記損失エンコ－ドされたデータ列を提供するために、
前記無損失エンコードされた原信号データ列をデマルチプレクスする手段；
　前記スペクトル白色化データを使用して、前記損失エンコ－ドされたデータ列を損失デ
コードする手段であって、損失デコードされた信号を再構築し時間領域予測フィルタ制御
のために前記副次的情報を提供するところの手段；
　前記差分信号を提供するために、前記無損失拡張データ列をデコードする手段；
　前記副次的情報から得られるフィルタ係数を使用して、前記無相関化された差分信号の
連続的な値を、逆無相関化フィルタリングする手段；
　前記原信号（ＳＰＣＭ）を再構築するために、前記逆無相関化フィルタ処理された差分
信号
と前記損失デコードされた信号とを結合する手段；
　を有する装置。
【請求項１７】
　請求項１１、１３、１４および１６のいずれか１項に記載の装置であって、
　前記副次的情報から予測フィルタ設定データが導き出されかつ前記無損失エンコードさ
れたデータ列に含まれるか、または、副次的情報予測フィルタ設定データが前記無損失エ
ンコードされたデータ列から引き出され前記予測フィルタ係数を生成するために使用され
る装置。
【請求項１８】
　請求項１１、１３、１４、１６および１７のいずれか１項に記載の装置であって、予測
の残余の標準偏差が、それぞれ、無損失エンコードをパラメタライズするために、または
、前記無損失デコードを制御するために、使用される装置。
【請求項１９】
　請求項１２または１５に記載の装置であって、前記損失デコーダからの副次的情報が、
それぞれ、前記無損失エンコード、または前記無損失デコード、の制御に使用される装置
。
【請求項２０】
　請求項１５または１６に記載の装置であって、
　前記無損失拡張データ列は評価されず、中間の品質を有し前記原信号の品質より低い出
力信号をデコードするために、前記スペクトル白色化データが前記損失エンコ－ドされた
データ列と共に使用される装置。
【請求項２１】
　請求項１ないし１０のうちいずれか１項に記載の方法に従ってエンコードされたデジタ
ル信号を含むかまたは記憶するかまたは記録する記憶媒体、例えば光ディスク。
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